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目的と目標 
副校長 吉森 祐司 

 ２学期の終業式、全校生徒を前に「目的と目標」という話をしま

した。 

 この二つの言葉、同じようなものを指し示すため、混同して使っ

ている方も多いのではないでしょうか。言葉の違いを生成ＡＩに質

問すると「目的は『大きな方向性』、目標は『その方向に進むため

の具体的なステップ』」だと教えてくれました。さらに図解もお願

いしてみると右のような図を示してくれました。 

 生徒には、「大きな方向性である目的だけもっていても、目標がなければ、そのゴールには到達で

きない。例えば３年生、高校に合格するという目的を設定することはできても、そのためにどのよう

なステップを踏んでいくのかという目標が設定できなければ、目的にはたどりつけない。いきなり２

階や３階には行けないのと同じで、階段を一段一段登っていく必要がある。だからぜひ、この冬休み

は、一人ひとり目的にたどり着くための目標を設定して、できることを着実に実行する期間としてく

ださい。」と話しました。冬休み、生徒たちはどのように過ごすことができたでしょうか。 

 そして、昨日３学期の始業式に次の話をしました。以下抜粋です。 

 令和８年が、生徒だけでなく、駒沢中学校に関わるすべての方にとって幸多き年となりますよう 

お祈りするとともに、生徒にとって３学期が成長のための重要なステップとなるよう、教職員一同、

精一杯支援してまいります。本年も一年間どうぞよろしくお願いします。 

校訓  

○向学・誠実・調和 

教育目標  

○自ら学び考え行動する 

 人間性豊かな生徒の育成 

この冬休み、先生は「ひゃくえむ」というアニメーション映画を見ました。見た人はいますか。見ていない

人のためにどんなお話か少し話すと、生まれつき足が速い主人公が陸上競技の短距離種目に命を懸けて

臨む中で、成長していくという物語で、タイトルの「ひゃくえむ」も１００ｍ走から来ています。この中、主人公

が、行き詰まり悩んでしまった際に、先輩のランナーから「なんのために」という言葉が投げかけられます。

主人公の場合、「なんのために“走るのか”」ということになるのですが、この「なんのために」を主人公は無

我夢中で探していきます。【中略】 

 皆さん、自分の立場で考えてみてください。皆さんは、「なんのために」学んでいますか。 

そう言われると、なんだかわからなくなってしまうのではないでしょうか。先生も、「なんのために」働いてい

るのかと聞かれると正直、答えがすぐに出てきません。ここに立っている先生方もそうなのではないでしょ

うか。 

 しかし、視点を変えれば、少し答えやすくなります。  

 例えば、副校長先生の場合、「なんのために駒沢中学校の副校長として働いているか。」と聞かれたら、

それは「生徒の皆さんのこれからの人生のため、ここにいる先生方の人生そして家族のため、これから入学

してくる生徒たちのために私は駒沢中学校で副校長として働いている」と、答えます。 

皆さんも少し視点を変えてみてください。 

1年生、2年生、「あなたはなんのためにこの一年間頑張ってきましたか。」、 

3年生、あなたはなんのためにこの 3年間頑張ってきましたか。」 

そして皆さん、そのゴールには到達しましたか。やり残していることはありませんか。 

 今年度、あと 3か月あります。3か月しかと考えたら、あっという間です。そして、何も考えずに過ごしてし

まったら、今年度目指すべきゴールにはたどりつけないかもしれません。 

 なんのためにという目的を達成するため、何をしなければならないか。まだあと 3 か月もあります。しっか

りと目標を立てて、この 3学期を過ごしてください。 

（令和 8年 1月 8日 3学期始業式 副校長講話より） 

（Microsoft Copilot により作成） 

http://school.setagaya.ed.jp/tkowa


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

１日（木）元日  

７日（水）冬季休業終 

８日（木）始業式 

１３日（火）子供 夢・アート・アカデミー（１） 

１５日（木）区生徒作品展覧会始 

  ～１８日（日） 

１９日（月）避難訓練（Jアラート） 

２０日（火）理科・保健体育科出前授業（３） 

２３日（金）鎌倉校外学習（２） 

      ダンス発表会（１） 

２６日（月）せたがや学びメッセ 

      日本語週間始⑤⑥カット 

 ２９日（木）理科・保健体育科出前授業（３） 

（数字）は、当該学年を、○数字は、 

授業時間を表しています。 

 

一
月
の
主
な
予
定 

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
今

後
、
近
隣
小
学
校
・
保
育
園
・

幼
稚
園
、
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
に
も
見
て
い
た
だ
く

機
会
を
作
り
、
駒
沢
地
区
の

ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
と
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

皆
様
も
本
校
へ
お
寄
り

の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。 

 【
展
示
絵
画
】
※
模
写
を
含
む 

〇
「
杜
甫
詩
」 

作 

成
瀬
映
山 

〇
「
和
歌
一
首
」
作 

岡
田
畦
竹 

〇
「
八
坂
の
塔
」
作 

八
田
哲 

〇
「
オ
ー
ヴ
ェ
ー
ル
の
教
会
」 

 

作 

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト 

ヴ
ァ
ン 

ゴ
ッ
ホ 

〇
「
セ
ー
ブ
ル
街
道
」 

 

す
る
こ
と
で
、「
誰
も
が
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
文
化
・

芸
術
に
触
れ
、
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
機
会
の
充

実
」
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
、

こ
の
度
、
駒
沢
中
学
校
と

し
て
応
募
、
２０
点
の
絵

画
作
品
を
お
借
り
し
、
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
学
校
と
し
て
は
、

日
常
的
に
子
供
た
ち
が

優
れ
た
絵
画
に
接
す
る

環
境
を
作
る
こ
と
で
、
生

徒
の
感
受
性
、
共
感
力
、

思
い
や
り
、
創
造
性
な

ど
、
人
間
と
し
て
の
豊
か

な
心
を
育
て
る
情
操
教

育
の
一
環
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て 

 

２０２６年（令和８年）１月９日（金）発行 駒 中 だ よ り 第９号（月刊） 

情
操
教
育
の
充
実 

作 

ア
ル
フ
レ
ッ
ド 

シ
ス
レ
ー 

〇
「
舞
台
の
ダ
ン
サ
ー
」 

作 

エ
ド
ガ
ー 

ド
ガ 

〇
「
ム
ー
ラ
ン
・
ド
・
ラ
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
」 

作 

ピ
エ
ー
ル 

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト 

ル
ノ
ワ
ー
ル 

〇
「
玉
ね
ぎ
の
あ
る
静
物
」 

 

作 

ポ
ー
ル 

セ
ザ
ン
ヌ 

〇
「
パ
リ
ー
郊
外
の
風
景
（
３
）」 

 

作 

前
川
睦
子 

〇
「L

IT
T

L
E
 

B
R

ID
G

E

」 

 

作 

黒
井
健 

〇
「
印
象
日
の
出
」 

 

作 

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ 

〇
「
ス
ペ
イ
ン
の
風
車
」 

 

作 

遠
藤
喜
丸 

〇
「
ル
ー
ア
ン
の
街
」
作 

木
村
廉 

〇
「
水
辺
の
古
城
（
フ
ラ
ン
ス 

シ

ャ
ン
テ
ィ
城
」
作 

山
家
久
幸 

〇
「
春
の
坂
道
」 

作 

山
家
久
幸 

〇
「
古
城
の
秋
（
ド
イ
ツ 

ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
）
」
作 

山
家
久
幸 

〇
「
南
フ
ラ
ン
ス
風
景
」 

 

作 

織
田
義
郎 

〇
「
風
車
と
ア
ー
チ
ゲ
ー
ト
（
ス
ペ

イ
ン
）
」
作 

山
家
久
幸 

〇
「
サ
ク
レ
ー
ル
と
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ン
ド
（
パ
リ
）」 

作 

山
家
久
幸 

〇
「
早
春
の
ロ
ワ
ー
ル
」 

作 

山
家
久
幸 

  

  読
書
活
動
の
推
進 

駒
中
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
リ
ド
ー
設
置 

１
月
８
日
、
４
階
中
央

ト
イ
レ
周
辺
の
廊
下
壁
面

に
、
世
田
谷
文
学
館
出
張

展
示
キ
ッ
ト
「
移
動
文
学

館
」
を
設
置
し
、「
駒
中
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
リ
ド
ー
と

し
て
開
設
し
ま
し
た
。 

こ
の
「
移
動
文
学
館
」

は
、
世
田
谷
文
学
館
が
、

「
物
語
の
世
界
に
飛
び
込 

む
よ
う
な
美
し
い
写
真

パ
ネ
ル
や
、
絵
本
の
ワ
ン

シ
ー
ン
を
迫
力
の
サ
イ

ズ
で
楽
し
め
る
掲
示
物

や
、
作
品
だ
け
で
な
く
作

家
の
生
涯
も
紹
介
す
る

掲
示
物
（
同
館
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
よ
り
）」
を
区
内
小

中
学
校
に
貸
出
し
て
い

る
も
の
で
、
駒
沢
中
学
校 

で
は
、
読
書
活
動
の
推
進

を
一
層
図
る
た
め
、
こ
の

１
月
及
び
３
月
に
借
り
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１
月
の
掲
示
は
、「
Ｓ
Ｆ
入

門 

星
新
一
」
で
す
。
こ

の
展
示
は
、「
星
新
一
を
は

じ
め
と
し
た
Ｓ
Ｆ
小
説
の

世
界
を
美
し
い
イ
ラ
ス
ト

で
表
現
し
た
掲
示
で
、
小

説
か
ら
の
引
用
文
と
大
き

な
絵
が
、
世
に
も
不
思
議

な
物
語
の
世
界
へ
と
誘
い

ま
す
。（
同
館
パ
ン
フ
レ 

 

 

令
和
７
年
末
、
世
田
谷
区
文
化
・
国
際
課

の
協
力
を
得
て
、
区
が
所
有
す
る
美
術
品

２０
点
を
体
育
館
前
廊
下
に
展
示
し
、
駒
中

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。 

 

校
長
休
職
の
お
知
ら
せ 

 

和
田
直
樹
校
長
が
、
体
調
不
良
の
た
め
し
ば
ら
く
お

休
み
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
代
わ
り

は
副
校
長 

吉
森
が
務
め
ま
す
。
ご
心
配
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ッ
ト
よ
り
引
用
） 

 

本
校
は
、
図
書
館
が
教
室

か
ら
離
れ
て
い
る
場
所
に

あ
り
、
気
軽
に
は
行
き
に
く

い
場
所
に
あ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
、
廊
下
に
図
書
展
示
を

し
た
り
、
教
室
に
学
級
文
庫

を
設
置
す
る
な
ど
の
、
取
組 

世

田

谷

区

で
は
、
「
世
田

谷
区
第
４
期

文
化
・
芸
術
振

興
計
画
」
に
お

い
て
、
庁
舎
や

公
園
等
の
身

近
な
場
所
で

区
が
所
有
す

る
絵
画
や
彫

刻
等
の
美
術

作
品
を
展
示

す 
 

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
取
組
同
様
、
生
徒

の
読
書
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。 

体育館前「駒中アートギャラリー」の一部 


